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去
る
六
月
二
十
六
日
か
ら
一
一
十
八

日
ま
で
の
一
一
一
日
洲
、
役
員
全
員
に
よ

る
道
内
先
進
農
協
の
視
察
研
修
旅
行

か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
各
委

員
互
い
に
部
門
別
研
修
を
主
体
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
は
役
員
も

大
山
に
改
選
き
れ
ま
し
た
の
で
、
全

員
が
一
緒
に
揃
っ
て
先
進
農
協
の
営

農
相
談
の
あ
り
方
と
、
そ
の
取
組
に

つ
い
て
研
修
幹
子
る
こ
と
に
な
り
、

道
北
の
猿
払
農
協
と
網
走
管
内
佐
円

閲
農
協
の
一
一
組
合
を
視
察
研
修
致
し

ま
し
た
。
今
回
は
宗
谷
管
内
猿
払
農

協
の
研
修
報
告
を
さ
せ
て
戴
き
ま

す
。
六
月
二
十
七
日
午
前
十
時
、
農

協
事
務
所
に
到
一
有
早
速
役
員
室
に

案
内
を
受
け
、
佐
藤
組
合
長
、
山
下

参
事
、
営
農
担
当
係
長
も
同
席
し
、

先
ず
掴
か
ら
今
回
の
研
修
目
的
と
猿

払
農
協
さ
ん
の
受
入
に
お
礼
の
挨
拶

を
し
て
本
題
に
入
る
』
引
続
き
佐
藤

組
合
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
と
農
協
の

、

道
内
先
進
農
協
視
察
研
修
報
告
鰯

営
農
委
員
長

発
展
経
過
と
現
在
の
概
況
等
に
つ
い

て
お
話
し
を
受
け
、
更
に
山
下
参
事

と
担
当
係
長
よ
り
営
農
相
談
体
制
の

実
態
と
日
常
業
務
に
つ
い
て
、
ふ
た

電
算
シ
ス
テ
ム
の
農
協
独
自
の
導
入

経
過
と
現
在
の
運
用
の
実
際
等
に
つ

い
て
詳
細
に
説
明
を
受
け
た
後
に
質

問
と
懲
見
の
交
換
を
行
い
、
十
二
時

十
五
分
農
協
事
務
所
を
退
出
ロ
帰
途

係
長
の
案
内
で
本
年
六
月
二
日
に
開

館
し
た
猿
払
農
協
出
荷
乳
量
二
万
ナ

達
成
記
念
事
業
と
し
て
完
成
し
た
農

業
資
料
館
と
風
雪
の
塔
を
見
学
し
て

猿
払
農
協
の
研
修
を
終
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
営
農
部
門
か
ら
見
た
猿

払
農
協
の
特
色
の
一
部
を
簡
略
に
列

記
し
て
組
合
員
の
参
考
に
資
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
組
合
員
一
四
九
名
、

農
家
戸
数
一
二
○
戸
（
搾
乳
農
家
一

○
｜
戸
、
育
成
農
家
七
戸
、
そ
の
他

十
二
戸
）
草
地
面
積
五
、
」
ハ
○
○
他

（
一
戸
当
り
五
十
伽
）
乳
牛
頭
数
六
、

藤
井
弘
美

葎弓、

ノ、

五
○
一
頭
二
一
Ｆ
当
り
六
十
五
頭
）

㈲
猿
払
農
協
地
区
は
戦
前
二
五
○
戸

の
開
柘
農
家
が
入
植
し
、
現
海
一
○

八
戸
が
農
業
を
守
り
、
成
功
し
て
い

る
。
酪
腱
の
歴
史
は
二
十
年
で
あ
り

現
在
一
○
○
戸
の
ト
リ
デ
を
守
る
た

め
に
農
協
も
組
合
員
も
精
一
杯
の
努

力
を
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
四
年
、

村
内
の
三
開
拓
農
協
が
合
併
し
て
現

在
に
至
っ
た
が
、
三
十
八
年
頃
ま
で

は
経
済
基
盤
の
弱
い
農
家
の
集
団
で

当
時
は
農
協
系
統
も
相
手
に
し
て
く

れ
な
い
苦
し
い
情
態
で
あ
っ
た
。
そ

の
状
態
か
ら
脱
却
す
る
為
に
自
立
再

建
に
努
力
し
、
ま
た
一
方
で
は
行
政

に
働
き
か
け
て
農
家
・
農
協
・
村
、
行

政
一
几
と
な
っ
て
酪
農
の
振
興
に
全

力
を
傾
け
、
昭
和
四
十
二
年
第
一
次
、

昭
和
四
十
五
年
第
二
次
農
業
構
造
政

一凶 ￣ ０門二…
鴬
讓
譽
…

農業資料館にて

善
事
業
に
着
手
し
て
近
代
酪
農
の
基

礎
を
作
っ
た
。
村
当
局
も
国
の
補
助

事
業
に
は
更
に
町
費
の
十
％
を
上
乗

・
せ
を
し
て
事
業
の
推
進
を
計
っ
た
。

ま
た
農
協
は
大
型
機
械
の
効
率
利
用

と
協
同
意
識
の
向
上
を
計
る
為
に
生

産
集
団
を
作
っ
て
生
産
拡
大
を
計
り

今
、
五
集
団
で
活
動
し
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
と
し
て
五
十
八
年
度
農
協

出
荷
乳
最
二
万
ト
ン
、
｜
戸
当
り
乳
誌

二
○
○
Ｊ
を
達
成
し
た
、
そ
の
記
念

行
事
を
六
月
二
十
日
盛
大
に
行
い
、

記
念
施
設
と
し
て
三
千
万
（
内
「
○

○
○
万
村
助
成
）
円
で
農
業
資
料
館

と
風
雪
の
塔
の
建
設
を
し
て
、
先
輩

の
労
苦
を
し
の
び
、
今
日
の
成
果
豪

ＩＦ弓９１

喜
び
あ
っ
た
。

ロ
営
農
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
役
員

を
先
頭
に
農
協
事
業
の
完
全
利
用
を

目
標
に
努
力
し
て
い
る
。
現
在
、
販

売
物
の
農
協
集
荷
は
ほ
ぼ
一
○
○
％

を
守
っ
て
い
る
。
内
部
機
構
で
は
営

農
・
管
理
・
経
済
部
の
三
部
制
を
取

り
、
各
部
の
横
の
連
携
を
取
り
や
す

く
す
る
為
に
課
長
を
廃
し
、
次
長
制

と
し
て
内
部
の
改
革
を
計
り
営
農
相

談
は
負
債
対
策
農
家
は
週
一
回
、
ほ

か
は
月
に
一
回
担
当
賊
貝
が
巡
回
し

て
組
合
員
の
経
営
相
談
に
当
る
ほ
か

債
権
の
保
全
に
は
充
分
仁
配
慮
し
て

い
る
。
土
地
評
価
は
七
○
万
か
ら
五

○
万
で
乳
牛
評
価
ま
で
貸
付
限
度
と

し
て
い
る
。
負
債
対
策
に
つ
い
て
は

五
十
五
年
か
ら
農
協
独
自
で
短
貸
付

金
を
長
期
化
し
末
端
金
利
五
％
に
な

る
よ
う
農
協
一
・
四
％
、
村
三
・
｜

％
、
計
四
・
五
％
の
金
利
助
成
を
し

て
農
家
の
再
建
に
努
力
し
て
い
を

ま
た
電
算
シ
ス
テ
ム
は
昭
和
五
十
七

年
二
月
農
協
独
白
の
シ
ス
テ
ム
化
に

取
組
み
、
更
に
本
年
二
月
農
協
オ
フ

コ
ン
に
よ
り
組
勘
に
連
動
し
て
役
立

て
て
い
る
。
組
合
員
の
経
営
資
料
の

基
点
に
は
乳
検
事
業
を
置
き
、
乳
量
・

乳
質
・
分
娩
・
種
付
・
飼
料
の
給
与
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昂
・
質
の
分
析
等
を
乳
牛
個
体
十
轄

理
デ
ー
タ
と
し
て
個
々
の
農
家
の
誉

腱
計
画
の
樹
立
か
ら
毎
月
の
計
画
対

比
・
経
営
分
析
・
損
益
計
算
・
損
益

分
岐
点
図
表
ま
で
各
組
合
員
に
必
要

に
応
じ
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
営
農
担
当
職
員
は
こ
の
資
料

に
基
づ
い
て
営
農
相
談
が
出
来
、
農

協
と
農
家
に
必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
り
役
立
て
る
事
が
出
来
る
岐
大
の

利
点
が
あ
る
。
経
費
は
年
間
七
五
○

万
程
度
で
機
械
は
す
べ
て
リ
ー
ス
に

よ
る
導
入
で
あ
る
。
尚
、
所
得
税
等

の
申
告
で
は
農
協
の
組
勘
伝
票
が
記

帳
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
全
組
合

員
の
六
○
％
が
青
色
申
告
で
大
変
役

立
っ
て
い
る
。

②
そ
の
他
、
将
米
の
方
向
と
し
て
は

全
組
合
員
の
九
十
％
に
後
継
者
が
お

り
、
更
に
高
度
な
資
料
を
求
め
ら
れ 蕊

ＫＬ 

§ぬ
八
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農案資料館全量

鍵

る
の
で
乳
検
・
受
精
事
業
等
と
組
合

員
勘
定
・
取
引
実
績
デ
ー
タ
・
分
析

等
の
整
璽
・
整
備
を
行
い
、
組
合
員

と
青
年
部
を
中
心
に
役
』
ｖ
’
て
て
行
き

た
い
。
す
で
に
青
年
部
十
三
人
が
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
し
て
研
究
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
で
彼
等

に
も
充
分
農
協
は
答
え
た
い
。
ま
た

草
地
の
健
康
診
断
を
全
戸
実
施
し
良

質
の
粗
飼
料
化
産
と
反
収
の
増
加
を

計
り
個
体
乳
景
の
増
加
と
所
得
率
の

向
上
に
力
点
を
雷
き
、
組
合
員
の
経

営
の
安
定
に
農
協
は
役
立
て
て
行
き

た
い
。
曰
の
項
で
は
佐
藤
組
合
長
の

将
来
の
方
向
と
し
て
の
説
明
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
ま
し
た
が
組
合
長
の
前

向
き
の
意
欲
旺
盛
な
農
協
運
営
の
取

組
み
に
感
銘
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私

も
同
様
に
前
進
し
た
農
協
運
営
を
心

掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し

ま
し
た
。
次
回
は
佐
呂
間
農
協
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

ｒｂｌ 

'■、。

￣ 

記
念
増
全
景

議篭…
＿－】

ニコ

ボム

酪
農
家
は
Ｈ
ら
育

て
藷
誌
餅
》
鱸
ル

ー
え
府
県
の
酪
農
家
は
自

迎
課
濡
鑪
耀
雛

』一難押辮
牛
良
い
牛
を
と
真
剣
で

’
し
す
。
売
る
酪
農
家
は

垂
寸
乳
牛
の
商
品
価
値
を

よ
り
高
め
て
売
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
良
い
牛
を
そ
れ
な

り
に
良
く
見
て
も
ら
う
（
見
や
す
く

良
く
見
せ
る
）
態
度
で
あ
り
売
り
の

精
蟠
秤
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
乳

牛
の
商
船
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に

導
入
者
に
好
感
を
与
え
、
売
買
は
成

立
し
次
回
の
購
買
に
結
び
つ
く
（
農

協
・
農
家
の
指
定
購
買
）
好
結
果
を

生
窓
出
し
乳
牛
の
販
路
拡
大
に
貢
献

で
き
ま
魂
今
年
も
畜
産
物
が
多
量

に
出
荷
さ
れ
購
買
者
を
迎
え
る
時
季

が
来
ま
し
た
が
、
次
の
点
に
留
意
し

て
販
一
Ｔ
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
関
係
書
類
の
整
備

①
販
売
牛
と
登
録
書
の
事
前
の
照

△
口

し
て
兇
せ
る

②
妊
娠
牛
の
種
付
月
日
の
確
認
、
②
平
た
ん
で
広
い
場
所

妊
娠
鑑
定
の
実
施

③
前
肢
の
踏
み
を
少
々
高
目
と
す

③
系
統
・
能
力
な
ど
の
価
値
を
商
る

め
る
も
の
の
完
全
把
握

④
放
牧
場
な
ど
は
、
ｊ
Ｕ
く
し
を
つ

二
、
毛
刈

け
て
繋
ぐ

商
品
と
し
て
の
品
位
．
よ
さ
を
（
牛
舎
内
｝

強
調
す
べ
き
毛
刈
（
頭
・
頸
一
肩
．
①
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
に
繋
い
だ
ま
ま

内
腿
・
飛
節
・
乳
器
・
尾
な
ど
）
の
場
所
は
左
右
の
牛
は
別
に
移

を
し
て
お
く
。

動
し
見
や
す
く
す
る

三
、
削
蹄

②
牛
舎
内
通
路
な
ど
で
見
せ
る
場

根
室
管
内
の
乳
牛
は
強
靭
な
四
合
も
広
い
範
囲
で
見
せ
る

肢
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
③
牛
舎
内
は
出
来
る
限
り
明
る
く

蹄
の
伸
び
た
牛
は
肢
を
弱
く
几
せ
す
る

繋
の
弱
さ
を
強
調
さ
れ
、
購
買
の

鰍
鰄
鱸
哩
鰍
塒
『
識
識
感
㈹
【
二
叫
一

》
お
知
ら
せ

四
、
副
乳
頭

で
馴
鵡
擢
鮭
》
露
》
識
鱗
餓
璽
髄
一

一中標津局管内から札幌問、一
し
て
お
く
。

五
、
除
角

塞（’’’二○町まで）三分間一一一六一
除角をしていないために購一○円でしたが、値下げ後は》

綱縣醐翔獺燃劃笘鰹浦円でご利用いた一
一グーンとお得になった中距）

し
て
お
く
も

六
、
見
せ
る
場
所

一
難
通
話
。
こ
の
夏
〈
声
の
暑
甲
》

（
牛
舎
外
）

》見舞としてご活用下さい。一
①
原
則
と
し
て
牛
舎
外
に
引
き
出
需
…
；
…
；
…
ｆ
Ｉ
ｉ
…
…
…
，
…
‐

伊冨
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「
乳
房
炎
を
防
が
ね
ば

乳
質
は
良
く
な
ら
な
い

酪
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら
見
て
も

環
境
の
良
い
場
所
で
乳
牛
に
は
適
正

な
栄
養
を
与
え
、
衛
生
的
な
搾
乳
管

理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
細
菌
数
の

少
な
い
、
し
か
も
牛
乳
中
の
蛋
白

質
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
糖
質
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
無
脂
固
形
分
含
量
の
多
い
牛
乳

を
生
産
す
る
こ
と
が
最
た
る
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

乳
質
に
対
す
る
影
響
は
、
い
ろ
い

ろ
多
く
の
要
因
か
関
連
し
て
お
り
複

雑
で
す
が
、
こ
こ
で
は
い
つ
も
問
題

視
さ
れ
て
い
る
乳
房
炎
か
乳
質
に
対

す
る
影
響
が
い
か
に
大
き
い
か
に
つ

い
て
述
べ
今
後
、
酪
農
家
の
み
な

さ
ん
が
乳
房
炎
の
予
防
管
理
に
一
層

努
め
て
い
た
だ
き
た
く
再
検
討
し
て

み
ま
す
。

二
、
乳
房
炎
の
発
生
状
況

乳
牛
の
疾
病
の
中
で
、
古
く
か
ら

季
節
に
関
係
な
く
現
在
も
な
お
不
変

的
に
発
生
し
、
酪
農
家
を
悩
ま
し
て

い
る
の
が
「
乳
房
炎
」
で
す
ｂ

表
一
の
疾
病
別
診
療
件
数
（
北
根

室
管
内
・
共
済
組
合
調
）
を
見
て
も

最
も
多
い
の
が
乳
房
炎
で
、
こ
の
う

ち
死
亡
あ
る
い
は
廃
用
と
な
っ
た
頭

療困

数
も
疾
病
‐
中
谷
年
次
と
も
第
一
位
を

問
め
て
い
ま
す
や

こ
う
し
て
見
る
と
、
乳
一
房
炎
が
い

か
に
多
い
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
乳

一
腸
炎
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
臨
床
形

乳
房
炎
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
診
療
さ

れ
な
い
「
潜
在
性
乳
房
炎
」
を
含
め
る

と
驚
く
ほ
ど
の
頭
数
に
な
る
と
推
測

さ
れ
ま
｛
Ｌ

表－１主な疾病件数と死廃数の推移
'北111塁管内･共済紐合調］

；櫓，\……“篭惹鱸夛
57平

乳腸炎6,741３７６6.352３２３
血乳症４８８０４４８０

卵巣のうＩｉｌｉｌ,986７５2,005７３

墜卵障謹1,399４９1,382４０
，１１巣静止８５７２３９６７２４

茂休世残4980329０
子寓内膜炎1,884５０２J7０５１
胎盤停滞1,676０］,598０

’ 疾病名

靴房疾病
2１４８ 

2.005 繁
殖
障
害
疾
病

排卵

，Ⅱ巣

茂休

子寓内

胎盤

産後起一

離

乳

ケトー

誌」胃

腸カタ

節４｝Ｌｊ

脱

漏の合

総合

DHjlさ症

不意病

1.598 

黙｜獺｜産一熱葬一艤乱難臼計一計

三
、
乳
房
炎
に
よ
る
乳
質
の
変
化

乳
房
炎
に
よ
る
乳
成
分
の
変
化
は

無
脂
固
形
分
・
乳
脂
肪
率
．
カ
ル
シ

ウ
ム
・
リ
ン
の
減
少
が
み
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
血
液
か
ら
運
ば
れ
た
乳

汁
生
成
養
分
を
乳
房
内
の
乳
腺
細
胞

で
牛
乳
に
つ
く
り
換
え
ら
れ
る
作
用

が
乳
房
炎
に
罹
患
す
る
と
、
乳
腺
細

胞
が
細
菌
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
て
、
牛

叩
一
凹
一
旧
一
旧
』
Ｍ
昭
５
弱
Ⅱ
羽

２
０
８
 

878 lｎＲ 産後起立不能 897 
瀧後の疾症

ＭＦ 1５ 雌産 4７１１ 

21Ｆ 1Ｆ 282 
f宅、

740m ７ 59ア代謝 疾 病

'１４ /114 42］ 

804 62 612 胃腸総

6Ｗ ６ 雁

377 nGQ 372 

牡
抓
・
韮

傷
疾

l９２５Ｉｌ］,08019.194 

－
．
Ｉ
 28.000’２」１５27,241,年

乳
を
生
成
す
る
機
能
が
低
下
し
て
し

き
う
た
め
な
の
で
す
．

こ
の
よ
う
に
乳
房
炎
は
、
乳
質
の

低
下
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
生
産
ロ
ス

（
損
失
）
に
つ
い
て
、
幾
度
と
な
く
公

表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳

細
を
省
略
し
ま
す
が
、
し
か
し
、
現

在
、
酪
農
経
営
で
の
生
産
性
向
上
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
計
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
、
乳
房

炎
に
よ
る
損
失
を
い
か
に
最
小
限
に

唯
い
止
め
る
べ
き
か
、
酪
農
家
戸
々

に
お
い
て
、
十
分
検
討
改
善
す
べ
き

大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

四
、
ミ
ル
カ
ー
の
無
免
許
運
転
は

や
め
ま
し
ょ
う
ノ

整
備
不
良
ミ
ル
カ
ー
の
無
免
許
述

転
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
ブ
レ
ー
キ
の

効
か
な
い
車
に
一
家
族
を
乗
せ
て
、

断
崖
絶
壁
の
山
道
を
走
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
、
乳
房
炎
と
い
う
大
事

故
に
向
か
っ
て
〃
ま
つ
し
ぐ
ら
”
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

良
く
整
備
さ
れ
た
ミ
ル
カ
ー
を
正

し
く
使
い
こ
な
す
こ
と
、
こ
れ
が
ミ

ル
カ
ー
搾
乳
か
ら
乳
房
炎
を
少
な
く

す
る
上
で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
ミ
ル
カ
ー
搾
乳
は
、
ミ
ル
カ
ー

疾病名
5７ｆＦ 

仏二数 ﾀＩＺ廃数

5６年

件数 タピ廃

紅房疾病
矛Ｌ腸炎

血FＬ症

6.741 

488 

6.352 

448 

323 

繁殖障害疾病
卵巣病

･屡富病

H1】巣のうＩｉｌｉ

排卵陣

｣リリ巣静止

黄休世賎

:子寓:ﾉﾘ膜炎

;,986 

1,399 

857 

498 

ﾕ１８８． 

2.005 

二,382

967 

329 

2.】7０

7３ 

4０ 

5１ 

産後の疾病

胎盤停滞

産後起立イ

難産

Ｌ熱

』,676

897 

474 

283 

l［ 

],598 

878 

4４８ 

2ﾕ３ 

110 

1２ 

1３ 

代謝疾病 ケトージス 592 740 1２ 

胃腸病

誌上胃拡張

腸カタ・‐ノ１

第４Ｈ変位

421 

612 

/114-, 

8(〕４

6９ 

ﾕﾉＩ 

9８ 

ﾀト櫛 脱：~.； 373 2〔 377 236 

主な摸 の合計 L9,25Ⅲ １０［ T9,194 :,O二１

年間総合計 28,000’２t:］ 27124可 Ｌ839 
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が
順
調
に
働
い
て
い
る
時
は
、
大
変
州

能
率
よ
く
乳
が
搾
れ
て
便
利
で
す
が
額

ひ
と
た
び
、
ど
こ
か
が
お
か
し
く
な
イ

る
と
、
単
に
搾
乳
の
能
率
が
落
ち
る
斥

だ
け
で
は
な
く
、
無
理
な
搾
乳
は
乳
打

頭
を
傷
つ
け
、
乳
房
炎
を
引
き
お
こ
讃

す
原
因
に
な
る
の
で
す
。
、
’
三

五
、
ミ
ル
カ
ー
の
点
検
整
備
レ

ミ
ル
カ
ー
自
体
に
問
題
が
あ
っ
て

乳
房
炎
に
な
る
の
は
、
第
一
に
、
乳

を
吸
い
出
す
強
さ
を
決
め
る
真
空
圧

か
辿
正
で
な
い
場
合
第
二
は
、
パ

ル
セ
ー
タ
の
脈
動
数
や
脈
動
比
か
正

し
く
な
い
場
合
第
三
は
、
直
接
に

乳
頭
に
接
す
る
ラ
イ
ナ
ー
ゴ
ム
が
傷

ん
で
い
る
場
合
、
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
に
ミ
ル
カ
ー
の
点
検
嬢

備
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｈ
真
空
圧
口

脈
動
数
（
比
）
、
ラ
イ
ナ
ー
ゴ
ム
の

一
一
一
つ
で
す
が
、
真
空
圧
と
脈
動
に
つ

い
て
は
常
に
メ
ー
カ
ー
指
定
に
合
致

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
定
期
的
（
最
繼

低
年
に
一
回
）
検
脊
を
す
る
こ
と
が
防予

大
切
で
す
。

ので
六
、
ミ
ル
ヵ
Ｉ
真
空
度
理

「
正
常
と
異
常
」
管

正
常
の
場
合
に
は
、
作
動
時
真
空
驍

圧
と
無
作
動
藝
時
真
空
圧
の
差
は
、
慨
イ

ね
冠
叩
以
下
で
す
が
、
そ
れ
が
、
五
図

印
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
ど
こ
か
に

問
題
が
あ
り
、
乳
頭
に
と
っ
て
極
め

て
危
険
で
す
』
原
因
と
し
て
は
、
調

圧
器
の
不
調
、
配
管
か
ら
の
空
気
も

れ
（
ま
た
、
配
管
の
ゴ
ミ
詰
ま
り
）
、

ポ
ン
プ
能
力
低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
、
了
次
の
順
序
に
従
っ
て
原
因
を

と
り
除
い
て
い
く
こ
と
で
＋
Ｌ

Ｈ
調
圧
器
を
掃
除

ロ
配
管
内
の
掃
除

口
配
管
か
ら
の
空
気
も
れ
が
な
い

か
確
認
す
る

四
真
空
ポ
ン
プ
機
能
検
喬
（
専
門

メ
ー
カ
ー
）

旧常実施事項己 〔定期実施事項〕

舎内の定期ＩｉＷ滋

fii覇:鰄鳥週1評

畜
舎
珊
境
改
善

ＤＦｌＢ回
□共同爽施を鞍ヱェ

｣三宝i$&永登i亜;１J ｡碧罰

搾乳jjiの洗浄(Ｗ論
･ミルカー膣び姉矛L背
、可乎化

し

乳房、字L頭の消拭，

》一
刀
施

》》
乳

適
正
な
搾
乳
衛
串

ミルカーの定山]点愉

ｏ江震圧．躯動詮

□j評ナラ,｢学１'のｊＡり・ＩＷＺ
Ｄその他

。『且可吟8ニヨ

コぞ｡')?垈剥
てMPTら拭己」
准夕才企IUrjn

山
パ
ル
セ
ー
タ
掃
除

先
日
、
あ
る
酪
農
家
の
方
よ
り
、

「
ミ
ル
カ
ー
を
導
入
し
て
か
ら
、
卜

年
日
位
に
配
管
を
掃
除
し
た
ら
、
ミ

ル
ヵ
ー
の
調
子
が
す
こ
ず
る
良
く
な

っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
菩
顛
管
理
で
の

予
防
対
策
（
図
ご
含
め
、
特
別
な
技

術
で
な
く
、
通
常
行
わ
れ
て
い
る
作

業
の
中
で
十
分
対
応
で
き
る
も
の
で

酪
農
家
の
皆
さ
ん
の
実
行
す
る
か
否

か
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
ば
か

り
で
す
。

〔聯-ｺﾞﾑ臓憲I鰍'，〕険乳(フｌ隣礼〈ブソの硴認）

￣ヨｏ前搾りを救れて実紘
Ｊ， 

ミルカーの適正便劇
一ローＪＷ－内かIナ過ぎ竺玩

ﾘﾃｲｶｺｰｸﾞ)ｌ証毎Iil懇

し

「証~頭の難波浸枇｜
司鶏就彌1鰯"禰刷｜

↓ 

｜搾乳後のﾐﾉﾚヵ洗藏;i;Z177~’

－１麗鯵證易鑛灘’

Ｏ而悪リ存

ＰＬテスターによる橇蚕

□1以上ｸﾞｺI1ulkの砿ｉｕ
ｎ蕊Ni'『の笹璽桧尉

｢証~頭~尻

１９疎RX1:jk［

|搾乳後の」

ｗ
六
月
十
曰
、
中
標
津
町
ホ
ー
ー
ノ
ル
手
伝
い
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
だ
。
”

▼
 

ｖ
 

ｗ
葵
に
て
、
石
崎
多
用
様
御
．
一
大
妻
の
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
ほ
か
、
編
ｗ

ｗ
媒
如
に
よ
り
、
蓮
田
尚
弘
言
と
智
一
み
物
な
ど
細
か
な
仕
事
も
こ
芯
せ
ｗ

ｗ
｜
恵
子
さ
ん
の
結
婚
祝
賀
会
が
溌
大
ろ
明
る
い
新
妻
さ
ん
で
す
。
ｗ

ｗ
に
行
わ
れ
ま
し
だ
。

’
万
向
弘
君
は
十
勝
の
農
業
ｗ

▼
 

▼
お
一
一
人
は
八
年
程
前
に
知
り
今
ロ
大
学
校
を
卒
業
後
、
そ
の
知
識
を
ｗ

▼
 

▼
 

ｗ
い
、
そ
れ
以
来
良
一
Ｃ
友
達
と
し
て
年
一
か
し
な
が
ら
、
家
業
の
中
心
的
ｗ

ｗ
交
際
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
だ
が
、
ｗ

ｗ
の
閏
に
お
互
い
愛
情
を
感
じ
る
よ
将
来
的
に
は
五
年
を
目
途
に
牛
舎
ｗ

ｗ
う
に
な
り
、
め
で
だ
く
ゴ
ー
ル
イ
を
増
築
し
、
環
在
の
搾
乳
書
一
一
一
九
Ｗ

▼
 

▽
ン
さ
れ
ま
し
だ
。

○
ト
ン
を
一
一
一
○
○
ト
ン
ま
で
引
き
ｗ

▼
 

▼
 

ｗ
智
恵
子
ざ
幻
は
高
校
卒
業
後
．
．
こ
げ
る
ほ
か
、
乳
牛
の
改
良
も
進
ｗ

ｗ
ｌ
ｌ
痙
崎
屋
釧
路
店
・
中
標
津
店
に
志
ん
で
き
た
の
で
、
共
進
会
へ
も
出
ｗ

ｗ
る
一
一
年
勤
務
さ
れ
た
鐙
、
五
十
七
品
し
だ
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ｗ

ｗ
年
一
一
一
月
に
退
職
さ
れ
、
家
業
の
あ
一
一
ひ
し
だ
。

▼
 
▼
 

▼
 

ザ
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▽
▼
▽
▼
▽
▽
▼
▼
▽
▼
▼
ｖ
▼
▼
▼
▼
▼
ワ
▼
▽
▼
▼

▼▼▼▼▼▽▼▼▼▼▼▼▼▼▽▼▽▼▼▼▼▽▽▼▼▽ 

▼
▼
▼
▼
▽
▽
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▽
▼
▼
▼
▼
▼
Ｕ
▽
▼
▼
▼
▼
ｖ
 

▼
 

▽
 

毎ｇ凸

協和連田尚弘くん
智惠子六ん

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▽▼▼▼▼▼▼▼▽▽▽▽ 
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牛
乳
中
の
無
脂
固
形
分
に
は
必

須
ア
ミ
ノ
酸
を
豊
か
に
含
ん
だ
高
級

な
蛋
白
質
・
整
腸
作
朋
を
促
進
き
せ

る
糖
分
で
あ
る
乳
糖
。
極
め
て
消
化

吸
収
さ
れ
や
す
い
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ

ン
、
カ
リ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
ミ
ネ
ラ
ル
・
そ
の

他
各
種
の
ビ
タ
ミ
ン
類
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
わ
ま
た
、
生
乳
の
カ
ロ
リ

ー
の
約
五
十
％
は
無
脂
固
形
分
に
含

ま
れ
ま
｛
九

以
上
の
と
う
に
栄
養
的
価
値
の
高

い
無
脂
固
形
一
分
の
変
励
要
因
に
つ
い

て
は
い
ま
だ
十
分
な
解
明
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
向
上
さ
せ

る
た
め
の
改
善
対
策
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
見
解
か
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
曜
僧
且
杉
分
の
変
動
要
因

川
遺
伝
的
要
因

ア
、
日
本
に
お
け
る
乳
牛
の
九
十

九
％
以
上
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

と
そ
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
品
種
的
要
因
は

除
外
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

llillIli イ
、
し
か
し
、
我
国
の
乳
牛
改
良

が
乳
量
・
乳
脂
率
中
心
で
あ
り

無
脂
固
形
分
に
つ
い
て
の
遺
伝

的
向
上
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
そ
れ
に
重

点
を
お
い
た
改
良
が
必
要
で
あ

る
．

②
生
理
的
要
因

ア
、
泌
乳
時
期
に
よ
る
変
動
…
…

各
生
理
的
要
因
の
中
で
肢
も
大

き
な
要
因
で
あ
り
、
分
娩
直
後

の
初
乳
か
職
も
高
く
、
分
娩
後

一
週
間
で
常
乳
の
成
分
瀧
成
と

な
り
、
盛
乳
期
で
妓
低
と
な
り

以
後
極
め
て
わ
ず
か
な
変
化
を

続
け
、
末
期
に
な
る
と
乳
量
の

減
少
に
伴
な
い
上
昇
す
る
。

イ
、
年
令
に
よ
る
変
動
…
…
高
令

に
な
る
と
と
も
に
無
脂
固
形
分

率
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

年
令
の
上
昇
と
と
も
に
乳
糖
率

の
低
下
の
た
め
減
少
す
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
変
動
要
因
全

体
に
対
す
る
割
合
は
あ
ま
り
大

き
く
な
い
。

`詞、

ウ
、
産
次
数
に
よ
る
変
動
・
・
…
・
年

令
と
同
様
に
産
次
数
が
多
く
な

る
と
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

エ
、
妊
娠
月
令
に
よ
る
変
動
…
…

妊
娠
五
’
六
カ
月
頃
よ
り
上
昇

し
乾
乳
ま
で
増
加
す
る
。

オ
、
季
節
に
よ
る
変
動
…
…
季
節

の
影
響
は
気
候
・
環
境
条
件
・

飼
料
・
分
娩
時
期
等
の
総
合
結

果
と
し
て
出
る
“
無
脂
固
形
分

率
は
舎
飼
期
末
期
の
低
栄
養
期

に
最
低
と
な
り
、
生
草
期
初
期

に
急
上
昇
し
、
臨
夏
期
に
わ
ず

か
に
低
下
す
る
。

③
飼
養
的
要
因

ア
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
給
与
最
…
…
無
脂
問

形
分
率
に
関
与
す
る
飼
養
的
要

因
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
要
因

と
思
わ
れ
る
。
Ｔ
Ｄ
Ｎ
給
与
量

が
高
く
な
る
と
、
増
加
の
傾
向

に
あ
る
。
高
乳
最
期
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
摂
取
不
足
か
ら
低
下
を

き
た
す
傾
向
か
強
い
。

イ
、
Ｄ
Ｃ
Ｐ
給
与
量
…
…
Ｔ
Ｄ
Ｎ

給
与
量
に
比
較
し
、
Ｄ
Ｃ
Ｐ
の

給
与
量
の
変
化
は
、
乳
成
分
に

対
し
て
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化

は
与
え
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

蛋
口
質
の
給
与
量
は
飼
養
標
準

以
下
で
あ
っ
て
も
、
乳
量
の
低

下
に
は
影
響
す
る
も
の
の
、
乳

成
分
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。

ウ
、
そ
の
他
…
…
粗
飼
料
の
不

足
・
粗
飼
料
の
粉
砕
・
飼
料
の

加
熱
処
理
等
に
よ
り
、
脂
肪
率

が
下
が
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
高
か
ら

乳
還
・
無
脂
固
形
分
率
は
高
く

な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
暑

熱
環
境
は
乳
量
・
脂
肪
率
。
無

脂
固
形
分
率
の
い
ず
れ
を
も
低

下
さ
せ
る
。

仰
機
能
障
害
お
よ
び
疾
病

ア
、
乳
房
炎
…
…
乳
一
腸
炎
に
な
る

と
乳
腺
の
乳
合
成
機
能
の
低
下

と
透
過
性
の
変
化
を
引
き
起
し

血
清
成
分
が
無
選
択
的
に
乳
中

に
移
行
す
る
た
め
に
乳
成
分
に

変
化
が
生
ず
る
。
乳
房
炎
乳
で
〈

は
蛋
白
質
・
乳
糖
が
低
下
す
る
。

イ
、
そ
の
他
の
疾
病
…
…
肝
機
能

障
害
・
第
一
胃
疾
忠
・
熱
性
伝

染
病
・
そ
の
他
の
体
温
上
昇
を

作
な
う
疾
病
、
あ
る
い
は
ホ
ル

モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
た
と

き
等
は
無
脂
固
形
分
の
低
下
を

も
た
ら
す
。

傍圏、

本
年
度
の
種
子
馬
鈴
し
ょ
の
第
二

期
防
疫
検
査
は
、
七
月
二
十
六
日
、

佐
藤
防
疫
官
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
致
し

ま
、
す
。

受
検
筆
数
Ⅱ
ホ
場
恥
六
、
十
一
、

十
Ｌ
ハ
、
二
十
四
、
’
’
’
十
「
三
十
六
、

四
十
四
、
五
十
、
六
十
二
、
七
十
、

七
十
三

原
種
農
場
三
筆
、
太
陽
農
場
一
蕊
、

｜
般
ホ
ニ
筆
計
十
七
筆

佐
藤
防
疫
官
の
講
評
で
は
、
病
株

イ
モ
の
抜
も
ら
し
が
若
干
あ
る
こ

と
。
全
般
的
に
疫
病
の
初
期
症
状
が

見
ら
れ
る
こ
と
等
が
指
適
さ
れ
、
今

後
第
三
期
防
疫
検
糞
八
月
十
日
）
に

向
け
て
病
株
イ
モ
穴
マ
キ
・
レ
ン

ヨ
ウ
・
そ
の
他
）
の
完
全
抜
取
り
、

疫
病
・
ア
プ
ラ
虫
の
防
除
の
徹
底
影

す
る
よ
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
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『
配
合
飼
料
価
格
改
定
実
施
時
期

昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
九
年
十
二
月
末
日
出
荷
分
ま

で
と
す
る
。

二
、
改
定
額

⑩
全
国
全
畜
種
平
均

Ｉ
診
当
り
三
、
二
○
○
円
値
下
げ

②
青
種
別
の
改
定
額

乳
坐
阿
一
些
均

ノ
当
り
一
一
一
、
九
五
○
円
値
下
げ

育
成
用
（
若
牛
幼
牛
）
平
均

‐
シ
当
り
二
、
四
○
○
円
値
下
げ

肉
牛
用

人
当
り
「
九
○
○
円
値
下
げ

牛
人
工
乳

ミ
ル
フ
ー
ド
Ａ
・
カ
ー
フ
ミ
ル

クト
ン
当
り
一
八
、
○
七
五
円
値
下
げ

三
、
特
別
対
策
費
に
つ
い
て

八
当
り
「
一
一
○
○
円
（
精
算
時
価

格
折
込
み
）

但
し
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か

ら
昭
和
五
十
九
年
九
月
三
十
日
出
荷

分
と
す
る
。

四
、
価
格
改
定
の
理
由

価
格
改
定
の
主
な
要
因
は
飼
料
穀

彌
合
飼
料
臓
格
改
定
に
急
四

合
飼

物
は
米
国
に
お
け
る
旧
穀
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
価
格
が
在
庫
ひ
っ
迫
か
ら
依
然

と
し
て
高
値
佳
侈
し
て
い
る
が
今
年

産
に
つ
い
て
は
、
現
物
補
償
付
減
反

制
度
（
Ｒ
－
Ｋ
〉
に
よ
る
生
産
調
整
が

撤
廃
さ
れ
、
作
付
面
積
が
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
天

候
が
（
茎
疋
的
に
推
移
す
る
な
ら
ば
、

価
格
の
低
下
が
期
待
で
き
る
。

大
豆
に
つ
い
て
は
米
国
大
一
旦
の

需
要
ひ
っ
迫
に
よ
り
国
際
価
格
は
高

騰
し
て
い
る
も
の
②
世
界
的
に
大

豆
粕
需
要
が
依
然
停
滞
し
て
い
る
こ

と
か
ら
相
場
は
大
巾
下
降
の
現
況
に

あ
る
。
魚
粉
に
つ
い
て
は
現
在
国
内

に
お
け
る
魚
粉
生
産
が
端
境
期
に
あ

る
が
大
豆
粕
相
場
の
下
降
に
よ
り
現

在
弱
含
み
の
推
移
と
な
っ
て
い
ゑ

脱
脂
粉
乳
は
、
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
過

剰
在
庫
の
状
態
が
続
い
て
い
る
こ

と
、
並
び
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸

川
先
国
で
の
需
要
減
に
よ
り
価
格
下

降
の
状
況
に
あ
る
。

五
、
安
定
基
金
の
補
填
に
つ
い
て

昭
和
五
十
九
年
七
月
以
降
打
切
り

と
な
る
。

改
定

三つ 穴､

い

各 社 銘柄別配合顔

Zロ
『ｕｕ 苫２０ｈFパ

スノーミノクス1３L25

SFl6SPL36 

1BPL35 〃

ＳＩ［飼料２，３５

雪印エコノミー１．１９

オネムロ３号１，３１
５号Ｌ２７” 

Ｊｙ ７号Ｌ２６
” ３Ｓｌｐ３４ 
” ５s］､３０ 

仔牛Ⅱ）１．３３

瀞牛用Ｌ２５

フープスターター＿1,84
スノーピーフＡｌ３２

Ｂ130' ” 

ネオズノーフミｊＬク

カーフミルク

カーフミ_ル

カーフスターター

スノーミックス３８

メイフレーク］３1,27（
" ］６1.301 

１８Ｌ32（ ” 

２０1,36（ " 

ＰＦ４１．３０１ 

１８1.32（ " 

Ｊ７ ２０Ｌ３６ｉ 

ハタナベ乳記1.37〔

明記Ｂ号l30E
P育成用1.25ビ
ニニーメイラック

メイゴーノレド

ハイショーケン

プレロンＡ

乳牛ブレーク１６1.266

１８Ｌ３０２ ｊＴ 

２０1.338 " 

モーデリー’６１１，１９６

料 価 格 表
Ｓ５Ｐ 

》｜塾

７ I 銘
禰 品名ｌ２Ｏｈ.バラ 20h口袋入

銘
柄 銘

'1)！ 

□ 
1Ｍ ２ 20虎口バラ 20AQ袋入 『」

、｢

勺
仁

20“バラ 20知

1.278 －ニープレーク１１６
－ 

1.252 モーデリー1813381

２０1.369 奴グ

ネオカーフミルク６００７２
ｽﾊﾟｰｶｰﾌミルク5907

ｶｰﾌﾐｰﾙ3278 

カーブスターターＰＬ８６１

仔牛肘Ｐ－Ｌ３７９
若牛ｊｒｌＰＬ２６０1291
肉牛ブレーク91期Ｌ319

後期１３２６〃

肉牛前Ｉ！］Ｐ1.299
〃後期ＰＬ３０６
幼牛用Ｐ1,3511.411

ハイブレーク育成期160］Ｌ634
” ］1.3091.364 

'３０２ 〃ＩＥ L361 

L351 

2,357 

1.191 

曲’ １８1.32Ｇ 
” ２０」,366

スーパーベルギー10470

ニューズイート12号１２４５
” １５号1.291

日

1,31］ 

L271 

l雪＊ 

１８号11,31711,36］” 

２３号’1.456奴'

L26C 

L343 

L307 

綿
１．３１［ 

乳牛１６号Ｐ１３０２

サンプレーク1,289

功牛育成用1,330
着牛〃1,256

ミルフードＢ1,844１０８９４
ピーフ前期１．３２６

後期Ｌ269" 

トクハイ２０号Ｍ1,345］､389
バンサイ大麦1.210

り゛ﾝﾌﾚｰｸ1333
幼牛育成用1375
砦牛〃１ｑｎｎ

1.326 

1.33Ｃ 廠挫｜卿

ク
フープスターター

Ｌ４１１ 

スノ－】ご－フハ

目、 Ｌ３０Ｅ 戸国

週｡,ニィャル鰺響Ｌ３Ｏ２
”Ｓ1.345１．３１４ 

３．１９５ 〃１４号1,291
1,295 ”１６号L302

r57511”］８号1329

＝偶；＿:OiiL38＄，』,ハ

= 

し

現1.300 127Ｆ 

ピーフ前期
" 後ｋＪｌ

L３７］ 1.302 2.42Ｃ 

L３１Ｚ 

;:-ト鷲
〃B L975 

仔牛ミル夕６０８９
ヨーデルスタート(Ｐ）1.761
ヨーデルチ＋ンス[Ｐ）Ｌ３８Ｂ

ヨーデルトソプＭＬ２６７

〃（Ｐ）Ｌ287

イースター１５(P）1,226
〃］６Ｍ1.267

〃”［Ｐ）lU288
”Ｉ８１Ｐ）１３３３ 

ガ；ＩＩＷ鶴。

L９７Ｅ 

ミルフードＡｌ且,９７０１
皮付アンペソ大麦１．２０８１１．２２８１

1.36［ 鵬

１．３０２ 1.761 

[､38Ｅ 

ン

成鵡１７s号

トクハイl8PL314

ユーフレーク１８ＴＬ３６５

l6T１３３３ ” 

青スウ用HiljlXl

後期" 

新雪特配‘1,365
雪．印１８号Ｌ３１４
スノーフレーク1８1.329

］６Ｌ302 " 

１６ｓ1,343 〃

スノーミ・ソクス3８１，９３５
" ２３1.552 

144［ 

識 Ｅ 

Ｌ532 

1.362 

1,294 

5,961 

1.602 

７２５ 

mi2I5m6 
活

雪

1.315 

菰

帯，ﾇｨｽ,31:１膳－ｺ
鱗密飼科

サンプラユ髄入鵲

曰

江
粉

銘柄 塔 Ohgバラ 20hg袋入 銘柄 茜 20純バラ 20AQ袋入 銘
Wｊ 名 20“バラ 2()A，袋ス

一一二‐･ブレーク１３
－ 

1２７８ 

〃１６

JＴ ｌ８ Ｌ329 

〃２０ 1.365 

‐ベルギー 1.470 

イー‐卜１２号 1.245 

15号 Ｌ２９］ 

18号 1.317 1.361 

２３号 1.456 

乳牛10異Ｐ ]､３０２ 

ザンプレ－〃 1２８９ 

幼牛育成胴 Ｌ３３０ 

若牛” L２５６ 

ミノレ゛フー‐ドＢ ﾕ.８４４ 1.894 

ピーフ前期
例’ 機期

トクハイ２０号Ｍ

バンーリイ大宗

リンフし・・ク

幼４ｚ盲成、二１

1３２６ 

Ｌ２６９ 

L345 １３８９ 

Ｌ３３３ 

ﾕ.３７５ 

ｌ1J 〃Ｂ

ネオカーフミルク

カー.、フミルク

力・‐フミ，ル

万一フスター‐ター

スノーミックス３８

ｄｎｎＲ 

6.030 

5-944 

3.195 

ｴ.２９５ 

ｊｑ７Ｒ 

208 

,３１４ 

,365 

333 

365 

nＭ 

329 

1.300 

Ｌ３７１ 

50970 

1440 

１．３６２ 

明

Ifヨ

メイプレー･ク１３

〃１６

ノグ １８ 

ＰＦ４ 

〃1８

〃２０

ハ夕ナずく剤．薊」

明記Ｂ号

Ｐ菅、iｔ用

ニニーメィラッ

ﾑイゴー‐ノし

ハイショー‐ケ

プレ＝ン

Ｌ302 

ﾕ.329 

1３０２ 

Ｌ３２９ 

:.365 

1.302 

1294 

１．６０２ 

725 

1勺３１５

配

〃１６

ノ １６ｓ 

スノーミックス3８

" ２３ 

,302 

343 

935 

乳旦ミフレーク

モー‐・デリ・‐

ﾕ.３３８ 

耐

各社銘柄別配合飼料価格表 ′ＱＲＱ７１戸17首可１
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●
農
協
は
現
在
、
信
用
事
業
の
一
部

門
と
し
て
為
替
業
務
を
取
扱
っ
て
お

り
ま
、
両

し
か
し
．
現
状
の
農
協
為
替
業
務

は
全
国
の
農
協
系
統
内
だ
け
で
作
ら

れ
た
シ
ス
テ
ム
に
錐
づ
い
て
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

⑰
｜
方
、
他
の
民
間
金
融
機
関
相
互

は
「
全
国
銀
行
内
国
為
替
制
度
」
（
全

銀
内
為
制
度
）
と
い
う
別
の
シ
ス
テ

ム
を
も
っ
て
お
り
、
銀
行
と
信
用
金

庫
な
ど
異
質
の
金
伽
機
関
相
互
が
直

接
縦
横
に
為
替
取
引
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

⑱
例
え
ば
、
み
な
さ
ま
か
ら
東
京
に

在
学
中
の
息
子
さ
ん
に
学
費
を
送
金

す
る
場
合
、
息
子
さ
ん
の
振
込
指
定

金
融
機
関
が
銀
行
で
あ
る
と
き
、
こ

れ
ま
で
は
農
協
の
為
替
シ
ス
テ
ム
と

全
銀
為
替
シ
ス
テ
ム
と
が
連
結
し
て

い
な
い
た
め
、
や
む
を
得
ず
全
銀
内

為
制
度
に
す
で
に
加
盟
し
て
い
る
北

海
道
信
連
を
迂
回
経
山
し
、
信
連
と

銀
行
が
取
引
す
る
形
態
に
直
す
な
ど

変
則
的
な
形
で
送
金
し
て
お
り
、
ま

た
、
こ
れ
と
反
対
に
息
子
さ
ん
か
農

協
の
み
な
さ
ん
の
口
座
に
送
金
依
頼

し
た
場
合
、
銀
行
の
窓
口
で
は
「
農

協
へ
は
送
れ
ま
せ
ん
」
と
殆
ど
断
つ

鈩宇、

て
い
る
の
が
実
態
て
す
。

●
こ
の
よ
う
に
為
替
取
引
に
関
し
て

言
え
ば
、
他
の
金
融
機
関
や
農
協
の

み
な
ざ
ん
の
口
座
に
お
金
を
振
り
込

も
う
と
す
る
多
く
の
人
か
ら
見
る
と

農
協
は
一
人
前
の
金
融
機
関
と
み
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
、
こ

の
た
め
全
国
の
農
協
系
統
が
五
十
五

年
か
ら
全
鉛
内
為
制
度
に
加
盟
す
る

た
め
組
織
を
あ
げ
て
全
銀
側
に
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

四
年
間
の
努
力
が
み
の
っ
て
、
い

よ
い
よ
五
十
九
年
八
月
Ｉ
三
日
よ
り

は
れ
て
農
協
が
「
全
銀
内
為
制
度
」
に

加
盟
し
、
全
国
の
人
き
な
銀
行
に
伍

し
て
、
直
接
、
対
等
な
形
で
取
引
す

る
こ
と
か
可
能
と
な
り
ま
し
た
．

●
’
八
月
十
三
日
か
ら
は
農
協
か
ら
直

接
全
国
ど
こ
の
金
融
機
関
（
郵
艇
局

を
除
く
）
へ
て
も
、
ま
た
全
国
の
ど

こ
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
か

ら
も
直
接
農
協
へ
よ
り
早
く
、
よ
り

確
実
に
振
込
み
や
送
金
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

●
長
い
間
ご
不
自
由
を
か
け
て
お
り

ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ

い
庇

全銀内為制度への加盟に伴う
就業体制の変更のお知らせi伊恵

八
月
十
三
日
か

ら
の
全
銀
内
為
制

度
へ
の
加
盟
に
よ

っ
て
信
用
業
務
の

就
業
体
制
が
全
国

金
融
機
関
（
郵
便

局
を
除
く
）
と
同

じ
に
な
り
ま
す
。

今
迄
は
日
眠
日
・

祝
日
の
外
に
祭
日

盆
、
年
末
、
年
始
等

は
業
務
を
休
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
信
用
業
務

に
つ
い
て
は
日
唯

日
、
祝
日
、
第
二
土

硴
日
以
外
は
平
常

通
り
営
業
す
る
京

に
な
り
ま
し
た
。

従
い
ま
し
て
八
月

十
六
日
の
お
盆
、

八
月
十
八
日
の
農

民
運
動
会
は
覗
務

所
業
務
は
休
み
ま

す
が
、
貯
金
為
替

共
済
業
務
は
平
常

通
り
営
業
致
し
ま

す
の
て
お
知
ら
せ

を
致
し
ま
す
尼

8／１３全銀内為制度加盟全国どこへでも､どこからでも

ユ■

ﾛﾛ 
Ｕ■ 

､ﾐﾐ3§ 

ご送金､お受け取りは震協で

鰯農協／北海道信達
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〆

開
催
月
日
五
十
九
年
七
月
七
日

第
二
回
酪
対
役
員
会
の
協
議
経
過

『
昭
和
五
十
九
年
度
の
生
乳
計
画

生
産
に
つ
い
て

七
月
九
日
Ⅱ
の
文
響
で
生
乳
生
産

者
個
々
に
ご
通
知
の
と
お
り
営
農
計

画
の
乳
量
を
目
標
に
生
産
を
し
て
行

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜
、
酪
農
指
導
体
制
整
備
童
・
業
の
交

付
金
還
付
と
交
付
財
淵
の
拠
出
に

つ
い
て

七
月
九
日
付
の
文
醤
で
生
乳
龍
寵

、

酩税金は納期限までに
納めましょう 対

役

Cil211罎情…つ
Ｕ 

な事!清の ＝ 

宴ﾆョ

会

者
個
々
に
ご
通
知
の
と
お
り
交
付
金

を
還
付
し
財
源
を
拠
出
す
る
こ
と
に

決
り
ま
し
た
。

｜
｜
｜
、
内
規
の
設
定
に
つ
い
て

酪
対
規
鞠
躬
卜
七
条
の
規
定
に
よ

り
内
規
を
次
の
と
お
り
設
定
し
ま
し

た
。
（
弔
慰
）
、
会
員
本
人
が
死
亡
し

た
と
き
ば
、
弔
慰
料
一
万
円
を
贈
る

こ
と
か
で
き
る
二

四
、
役
員
の
一
部
・
変
更
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
部
変
り
ま
し
た
。

本人の財産か災害,盗難にあった

本人､家族がけが･病気をした

の
事簗て大きな鏡失･体･廃業Ｌえ

Ｕ 経 毎頭

支庁に徴収猶予の申請

週
4 

１年以内で‘

支
部
渦
旧
役
員
新
役
員

【
開
陽
支
部
］

高
平
幸
夫
丸
田
良
夫

【
中
標
津
支
部
】

綏
坂
欣
一
佐
藤
情
義

古
沢
憩
林
仁
一
郎

窒
同
年
部
］乾
雅
晴
太
田
直
行

【
農
協
役
員
】

石
崎
多
門
佐
々
木
政
行

金
子
安
有
竹
下
日
吉

五
、
監
事
の
欠
員
に
よ
る
互
選
に
つ

い
て

闇
陽
支
部
の
土
井
ｋ
昭
夫
氏
か
選

任
さ
れ
ま
し
た
一

長期分割で煮農

Ｕ 
根室支庁税務課

電話(0]532）
３－６１３１番

金額が50万円以上のとき．担

保か必.要

税金で築くみんなの住みよい社会
、

ノ

霧
☆交渥客全一、〆干★

衝撃
Ｑ＆Ａ 

区可

120km/ｈ－．，1麟涌，56,「 〔シートベルトに関す番 Ｕ
１
ｊ
く
冨
壹
｜
ｊ
Ｕ
あ
は
一
『
』
透
一
語
・
醤
Ｉ

間
芯
に
一
念
で
ば
乢
廼
に
ト
ー
一
一
」
｜
『
（
道
か
一
」

轤麺》『》輌一巨蝿歸乱峰峠垂蠅奉融窪》序

車辨》》》》恥》｜》》》》謹辨播叱》》》》》
》》恥》曄癌》卵》』》》》》歸犀』》》》辮

磁
汁
鴎
「
］
三
・
手
但
樗

→
宅
ら
ロ
準
〈
一
・
三
助
可

爽
ら
を
⑪
の
足
い
噴

一
弓
霊
受
砺
忘
一
十
」
→
。
｜
で

迄
階
罫
万
一
え
鐘
・

嘱
博
一
』
｜
Ｉ
琶
整
ン

硫
塞
蛎
言
謁
西
》
｜
旧
鑛

》》雷》罐珊》》蜂

、
』
一
蹴
翻
釿
封
町

議
幾
．
》
‐
…
ロ
ー
＃
…
灘
；

聖
’
，
〆
】
侭
．
！
‐
‐
一
、
‐
し
１

罰
雛
蝋
繍
鱗
蝋

町
町
、
鋼

鞆
一
町
一
命
一
鰯

…
…
 ｼ－Ｍルトが“,,,ｍｊｌｉ鍵鍵

あなたを守る慣蕊蕊鰯
－トペノLトlでl俸重の日0償アガ罰壹頭部l弓と正道Ｌ 鉦

諒

一
ｆ
・
で
く

れ
の
一
」

ご
万
』

灯
雷
扁

づ
回
戦

審
志
も

好
已
で

應
倒
躍

仁
に
逆

画
し
股

鵡
亡
一

一一⑤
１
＄
 

＃
 

彦
一

・勒企

耐奇
」

刀のＬ
 

一
つ
曰

く
唾勤輔窪

．h鞭汁
琴ＬＬ

北>岳道･(社)北)毎道交通安全樵達委員会

本人の財産が災曹･鐡雛にあつえ日

本人､家族がけが･構気をした

事樂で大きな籟矢･体･廃業した

支}テに徴収猶予のFIF請

金額がb()万円以-1二のとき、担

保が必要

戸＝■‐

L罰銭

： 
鴬

： 
＄ 

＄ 

銅…シートベルトが

あなたを守る

120km／ 

優ii笑遼漉とi霞i鑿
ｈ雷－．/膨祐。

…`蝋lill

鐺

５６ｍ 

〒
、

39ｍ 

２５ｍ 
－－ 

１４ｍ 
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；どルのＳ繕から露ら店嘱
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（左圃参害】こめ蘭筆石＝

諒尊瀞＝守るのＩ耳ｼｰｰ'～

ペノレト･です。
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の２２へ司倍樗匿でず。シ

-.1輪･ベルト1J俸重の日0膿
くぎ｡L1の人jId瞳耐えおれ憲

竃回

☆交遅安全･ロメ

Ｑ＆Ａ 
〔シートベルトに関す

間

要☆

シートベルトはr丙編I認」
Fきゅうくつ竜一『・趣乾しにく
Lt』｡
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ではいらないのて?はないか｡
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亡した倒已志、雷官の．エミ

ー般道鑓で七鰯扁－百＜芝
さい□

北海〕亘．(社)北)毎道交通安全推進委員会
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箸
い
季
節
は
体
力
が
低
下
し
、
食

欲
も
減
退
し
ま
す
。
ま
た
、
農
繁
期

の
多
忙
が
重
な
り
、
食
生
活
の
準
備

に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
が
現
状
重
Ｌ
労
働
を
し
て
い
る

時
こ
そ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

か
大
切
で
す
Ｃ

農
家
の
生
産
物
を
利
用
し
た
ス
タ

ミ
ナ
食
で
、
籍
い
こ
の
夏
を
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
ず
。

夏
の
調
理
の
、
里
昼
点
と
し
て
、
次

の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

Ｈ
大
豆
・
卵
・
牛
乳
・
魚
肉
の
良
質

蛋
白
質
を
と
り
ま
し
ょ
、
Ｚ

目
普
段
よ
り
多
め
に
植
物
油
を
使
っ

て
野
菜
を
い
た
め
ま
し
ょ
う
Ｃ

口
疲
労
を
分
解
さ
せ
る
た
め
に
、
献

立
に
酢
の
物
を
と
り
入
れ
ま
し
よ

『
工

凹
少
凶
冥
の
ア
ル
コ
ー
ル
・
香
辛
料
券

使
っ
て
食
欲
を
増
進
さ
せ
ま
し
ょ

、
７
。 囿同鬮國画
夏
野
菜
を
使
っ
た

ス
タ
ミ
ナ
食
の
工
夫

田
夏
は
食
中
毒
の
発
生
期
で
す
。
新

鮮
な
材
料
を
利
用
し
て
保
存
方
法

に
も
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
生
活
教
室
’
講
習
会
等
で

好
評
だ
っ
た
自
家
生
産
物
を
利
用
し

た
ス
タ
ミ
ナ
食
を
紹
介
し
ま
す
や

【
な
す
と
挽
肉
の
い
た
め
物
】

①
な
す
は
洗
っ
て
よ
く
水
を
切
っ
て

お
く
。
干
し
い
た
け
は
水
で
戻
し
て

み
じ
ん
切
り
に
す
う
Ｑ

②
揚
げ
油
を
一
八
○
℃
に
熱
す
る
。

な
す
を
縦
六
つ
割
り
に
し
て
、
す
ぐ

柚
に
入
れ
、
軽
く
混
ぜ
な
が
ら
色
よ

く
揚
げ
、
取
り
出
し
て
油
を
よ
く
き

る
。

③
中
華
鍋
に
ザ
ラ
ダ
杣
を
熱
し
、
ね

ぎ
・
に
ん
に
く
・
生
姜
を
入
れ
て
い

た
め
、
香
り
が
よ
く
な
っ
て
来
た
ら

し
い
た
げ
を
入
れ
て
い
た
め
る
。

①
し
い
た
け
の
よ
い
香
り
が
し
て
来

た
ら
、
挽
肉
を
加
え
て
い
た
め
、
十

分
に
火
が
と
お
っ
た
ら
、
し
ょ
う
ゆ
。

綜口、

こ
し
ょ
う
・
ご
ま
油
・
砂
繍
唱
を
加
え

て
味
を
整
え
、
水
溶
き
で
ん
粉
を
加

え
て
、
ト
ロ
ミ
を
つ
け
、
最
後
に
揚

げ
た
て
の
な
す
を
加
え
て
、
手
早
く

混
ぜ
合
せ
、
器
に
態
る
。

（
ご
飯
と
よ
く
合
う
お
ぞ
う
さ
い
な

す
は
、
切
っ
た
り
加
熱
し
た
り
す
る

と
、
色
が
変
わ
り
や
す
い
の
で
、
揚

げ
る
直
前
に
切
り
、
仕
上
が
っ
た
ら

＊なすと挽肉の
いためもの

材料(4人分）

なす

…・……６こ(3009）

揚げ油

Ｔしいたけ

。･･･・…….,・３－４枚

ねぎ(みじん切り）

.･･･････････…･大ざ上２杯

にん'二〈（みじんLUI)）

………Ｌ大さじl/2杯

しようが(みじん切り）
・・……..……大さ上］杯

サラダ杣

…･…･…･大さじ２杯

ごま油

。……･…･…･…･･少々

でん粉

・・…･…大さじ１/2杯

し主うゆ･こしょう･砂柵
．…...………….,少だ

*生野菜サラダ

トマト

．….…………LP4こ

さ,,＞うり

……………..…１本

たよれき

……….....､小ｌ/2ニ

バセリ

….....….………１本

（ドレッシング､ノース）

サラダiil

…………大さじ４杯

酢………．…･･大さじ２杯

脱…,……･･小さじｌ/4杯

こしょう……………少々

青しその蕊
．…..………-…･･３枚

レモン汁

北根室地区
農業改良普及所

す
ぐ
食
べ
ま
す
）

【
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
］

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
皮
を
む
い
て
種
も
除

き
、
小
さ
く
切
り
、
サ
ッ
と
水
洗
い

す
る
。

②
深
な
べ
に
か
ぼ
ち
ゃ
と
水
カ
ッ
プ

二
杯
、
固
型
ス
ー
プ
の
素
を
加
え
て

中
火
で
二
○
分
種
煮
ブ
Ｑ

③
か
ぼ
ち
ゃ
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら

＊かぼちゃのスープ

かぼちゃ

………l/2こ(lIOO幻

凹型スープ

……･…･…･…･･･２二

'Ｆ乳

…………カップ２杯

塩こしょう
………･…･…･少々

#尋､

つ
ぶ
し
、
こ
れ
に
牛
乳
を
加
え
、
塩

こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
、
ひ
と
煮
立

ち
さ
せ
る
。

④
器
に
嫌
り
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
砕
い

て
浮
か
｛
凡
簡
単
で
拳
蕊
弄
置
曇
邑
な
ス

ー
プ
。
好
み
に
よ
り
バ
タ
ー
を
加
え

る
と
風
味
が
増
す
。

［
生
野
菜
サ
ラ
ダ
］

①
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
は
良
く
冷
や

し
て
薄
切
り
、
た
ま
ね
ぎ
は
み
じ
ん

切
り
に
し
、
ふ
き
ん
に
包
み
、
冷
水

に
つ
け
て
良
く
も
み
洗
工
（
き
ら
し

た
ま
ね
ぎ
）

②
パ
セ
リ
も
み
じ
ん
切
り
に
し
、
さ

ら
し
パ
セ
リ
を
作
る
。

③
ポ
ー
ル
に
サ
ラ
ダ
油
と
酢
を
入
れ

泡
立
器
で
強
く
混
ぜ
る
。
塩
・
こ
し

ょ
う
で
調
味
し
、
レ
モ
ン
汁
・
青
じ

そ
の
み
じ
ん
切
り
を
加
え
る
。

④
器
に
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
の
薄
切

り
を
配
色
良
く
盛
り
、
上
に
さ
ら
し

た
ま
ね
ぎ
・
パ
セ
リ
を
ふ
り
か
け
、

ド
レ
ソ
シ
ン
グ
ソ
ー
ス
を
か
け
る
。

（
レ
モ
ン
の
酸
味
と
、
し
そ
り
否
０

の
き
い
た
ソ
ー
ス
は
、
食
欲
を
増
し
、

疲
労
回
復
に
役
だ
ち
ま
す
回
）
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先
日
の
新
聞
で
、
ま
た
、
平
均
寿

命
か
伸
び
た
と
い
う
記
事
を
目
に
し

ま
し
た
。

今
や
日
本
は
長
寿
国
成
人
さ
れ

た
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
八
十
才
以
上

ま
で
長
生
き
し
ま
す
。

し
か
し
、
八
人
の
う
ち
一
人
は
病

気
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
国
民
皆
半
雌

康
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
時
代
で

す
。人
生
細
く
長
く
か
？
太
く
短
か
く

成人病･緒榊診を受けましj;う

か
、
答
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し

か
し
、
早
死
し
た
い
と
本
当
に
思
っ

て
い
る
人
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
長

生
き
す
る
為
に
は
そ
れ
な
り
の
努
力

か
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
あ
か
｛
た

の
〃
健
康
”
は
あ
な
た
自
身
の
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
あ
な
た
⑪
周
囲
に

い
る
〃
家
族
み
ん
な
の
も
の
〃
と
い
う

こ
と
を
よ
く
認
識
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
〃
自
分
の
体
は
自
分
が
守

る
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日
頃
か
ら
健

康
生
活
へ
の
管
理
と
干
防
を
こ
こ
ろ

が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ｌ
ど
う
す
れ
ば
賞
分
で
自
分
の
健

康
管
理
が
で
き
る
の
か
？
ｌ

健
康
の
自
主
管
理
を
効
率
的
に
実

行
に
移
す
に
は
、
よ
い
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
か
ま
ず
大
切
で

す
。
高
血
圧
・
心
臓
病
・
糖
尿
病
’

そ
の
ほ
か
の
成
人
病
の
多
く
は
悪
い

生
活
習
慣
の
産
物
と
い
っ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
過
食
や
深
酒
・
か
た
よ

っ
た
食
化
活
・
運
動
不
足
・
喫
煙
’

不
規
則
な
生
活
、
そ
し
て
息
抜
き
の

な
い
生
活
ｌ
こ
の
よ
う
な
生
活
の
行

き
着
く
先
に
は
、
必
ず
か
ら
だ
の
変

調
か
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
す
○

今
す
ぐ
に
、
忠
い
生
活
習
慣
を
ほ

ん
の
少
し
あ
ら
た
め
る
だ
け
で
、
あ

氏■

成人病

結核
エキノコックス症

総合検診
１１１１部保挫会

巾標津･計根》１１艇'１ｍ
中標津lilT

な
た
は
成
人
病
に
か
か
ら
な
い
で
す

む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
時
に
一
年

に
一
回
は
健
康
診
査
を
受
け
る
習
慣

を
つ
け
て
下
さ
い
。

Ｉ
成
人
病
時
代
の
検
診
の
受
け
方
－

成
人
病
は
ほ
と
ん
ど
自
覚
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
ま
ま
発
病
し
、
し
か
も

慢
性
の
経
過
を
た
ど
っ
て
病
状
が
進

む
の
が
特
徴
玉
別
検
診
の
目
的
は

単
に
異
常
者
を
早
期
に
発
見
す
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

帆健康は自分が自分に贈れる最高のプレゼントですⅢ
成人病椎諺 結陵検諺エキノコソクス検諺

30J･以旧

-唖f-lW瀞鱗
吋塾

（定期､］に遁院している人は隙、）
-口－－－－＝￣－－－---＝￣￣■－－－－－－－－－－

中標i掌釘典協糺l合j三Ｉ

艇協よ}〕半縦離助力`あI)．自己負121

2,650円｢ま劉勘よ})引かれます。
計根別幾協組合貝

料金
無料今年から農協上))補助かなくなり

長
期
間
に
わ
た
る
経
過
を
観
察
に

よ
っ
て
、
そ
の
変
化
か
「
年
の
せ
い
」

な
の
か
、
『
病
気
の
た
め
」
な
の
か
判

別
も
必
要
で
す
。

成
人
病
の
場
合
に
は
、
い
か
に
腕

の
す
ぐ
れ
た
塩
医
の
診
察
を
受
け
て

も
、
経
過
を
観
察
す
る
記
録
が
な
け

れ
ば
正
確
な
診
断
を
下
せ
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
必
ず
定
期
的
に
健
康
診

査
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
長
時
間
に

わ
た
っ
て
記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と

無想
|］己負担5.300円は組紡より訓かね

まず富

綱合貝以タト・…･・・・･・・・2.0001ﾕI

６５才以上..…・･･･…･・・・･無料
巴■■－－－－口－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＳ一可

U－－口-口■■--■ロー■￣￣Ｐ●￣－－－－－－－－－－－町一一一■

身長・体型測定・尿検盗・'111圧測定‘

lii鰐jiEl駕鰯灘…
MmjHlルントザン

検迂血液検孑「
検藏内答

外｢重除く

－－－－－■－-－－－－－－■■Ｌ－－－＝－－－＝－１－－－－－－－－－－－ 

●午肘中に受ける〃＝朝食膣ヒメ>左L・

●午後から受ける方＝朝食は弊（昼食

にとらない。

蕊liVHの朝食より詣肪”多いもの、夕

食よりアルコーノL噸はひかえる篇

ＬＬい血液倹栃の紺を出すため守って

注意雍可Ｉ が
大
切
で
す
。

今
年
も
検
診
が
あ
り
ま
す
。
是
非

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
記
録
を
一

つ
増
し
ま
し
ょ
う
。
八
月
の
成
人
病

検
診
は
西
竹
・
開
陽
・
俣
落
・
俵
橋
・

武
佐
の
五
地
区
で
行
い
ま
す
。
他
の

地
区
は
卜
｜
月
に
実
施
し
ま
す
の
で

そ
の
時
期
に
受
け
て
下
さ
い
。
五
地

区
に
つ
い
て
は
詳
し
い
期
日
・
場
所
・

時
間
は
保
健
会
推
進
員
か
ら
チ
ラ
シ

を
お
届
け
し
ま
す
。

~Ｆ言い毎

■■-----戸一面一一一－－－－－－－－－－戸￣■---.

1カ月以内【二全貝にjik鰭Ｌまず,．
-----------￣車一一一■■－－－－－－－－－■や－－－－■

異常のあったﾉﾌﾞのみ述絡しま1-“結果

同両～竺竺』i'１午前9噂－１０時加分
８月28日脚｜武佐(上武佐艇村研催所’

午後１時～２時釦分

武佐(中央福祉会館）

ＢＨ２９ＢＵＯ鑑遇牛(鍵老牛へき地幅４１１会館）西竹(西竹ｉＭ社会鰭」

８月30日㈱ｌＢＨｌ鰐.北中l洲鶏福祉会航』 膜砺･俵中(俵禰生活節！

８月31日胸｜俣落･両中(俣落公民茄】

l建康手帳を忘れずに’

咬人病検 緒l亥検誌 戸-キノコックス検診

kKj製

料金

検森内客

注窓雍可（

緒采

30」･以！

(定期的l些避院してw､る

旧1m標津釘典協糺1台j-i

除く〉

農協ょI沖器械離助がぁI)．白【当負1ｺ

2,650円｢ま紐勘よ})；;かｲIます゜

計根別腱協組合貝

今年から農協J:))補助がなくな!）．

ｌ言I己負孤5,300円は組紡よ1Ｊ引かれ，

索す.。
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&撫鰍藤Z輔IWi…
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●午lWIfzIs受けるルビ朝食IａとらなL、

●午後から受ける方＝朝食l孟騨（昼食

「虞とらない。

蕊liV:Hの朝食より詣肪の多いもの．タ

皮よ})アルコ・・ル噸はひかえる鱒

｣iニーもL血液検齋の(Krを出す-ため守って

.Ｔ善い－
■■■■~－－戸一面一一一＝■■－■■臼■■■甲■－－－戸￣■－－￣

ｌ力jl以内;帛全且;こ述絡します。

18才以璋｣二

無料

lAjiilルンH･ゲン

倹迂

￣■B■■■■■■■■B■----￣車■

異常のあったﾉﾌﾞｃ

道』Lに３fF以1二居住

し、かつ検布を受け

ごいない、jjO

擦料

｣､液検孑6

詠述諾します。

－－－竺竺LMjITUL1 午前９噂一:0時加分 午後』時－２時釦分

８月２８fi㈹ 式住い･武佐殿付研催所】 武佐【中央福祉会館）

BZ292】Ⅱ４ 鑑老牛(鎚老牛へき地福祉会館） 西竹(西竹ｉＭ社会館）

８月301J㈱ 閉陽･牝Ｔｌ:(洲鶏福祉会館） 侭Ii町･俵中(俵橋生活航）

８月3:[舌倒 俣落･両中〈俣落公民航》



農協だ よ 』 02） 昭和59年８月１８日

;:11i:ｌｌ１Ｉ１ｉｉＩＩｉｉｉｌｌ鑿ilili二一一一一一一一言…‐
第
五
回
理
事
会

開
催
月
日
七
月
六
日

開
催
場
所
農
協
役
再
畏
云
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
昭
和
五
十
九
年
度
団
体
誉
草
地

開
発
整
備
事
業
及
び
地
域
畜
産
総

合
対
策
事
業
変
更
に
つ
い
て

事
業
賀
一
五
五
、
六
八
二
千
円

補
助
金
一
八
○
、
’
’
’
二
四
千
円

目
已
賛
金
七
五
、
三
五
一
八
千
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

二
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
Ａ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
）

取
得
価
格
九
四
○
千
円

；
．
額
。

戦

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

’
一
一
、
職
員
組
合
の
要
求
事
項
の
妥
結

と
給
与
の
改
定
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

四
、
旅
費
支
給
基
準
の
一
部
改
定
に

つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

五
、
酪
農
指
導
体
制
整
備
事
業
の
実

施
と
交
付
金
の
支
出
に
つ
い
て

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

尚
、
内
容
に
つ
い
て
は
七
月
九
日

文
瞥
で
お
知
ら
せ
の
通
り
で
す
。

〈
協
議
事
項
〉

「
重
点
指
導
農
家
の
現
在
ま
で
の

対
応
と
今
後
の
方
向
づ
け
に
つ
い

て

酪
農
負
債
整
理
農
家
と
畑
作
負

債
対
策
農
家
に
つ
い
て
今
後
の
対

応
を
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
生
乳
計
画

と
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

内
容
に
つ
い
て
は
七
月
九
日
に

文
書
で
お
知
ら
せ
の
通
り
で
す
。

〈
報
告
事
項
〉

「
昭
和
五
十
八
年
度
酪
農
対
策
事

業
と
も
補
償
金
の
支
払
に
つ
い
て

二
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
枠
拡
大
阻

止
対
策
長
期
運
動
方
針
に
つ
い
て

一
一
一
、
給
油
所
磯
器
の
リ
ー
ス
導
入
に

`震､

つ
い
て

四
、
生
産
資
材
の
情
勢
に
つ
い
て

五
、
北
海
道
農
協
乳
業
の
五
１
八
年

度
決
算
に
つ
い
て

六
、
役
員
の
研
修
に
つ
い
て

七
、
会
計
鋒
堅
食
の
実
施
に
つ
い
て

八
、
土
地
処
分
に
伴
う
、
そ
の
後
の

経
過
に
つ
い
て

九
、
畑
作
汕
犀
家
対
応
の
町
議
会
の
経

過
に
つ
い
て

十
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い

てそ
の
他

農
業
祭
の
結
果
に
つ
い
て

リ
ー
ス
申
込
に
つ
い
て

酪
農
実
習
生
の
受
入
に
つ
い
て

監
事
研
修
会
に
参
加
し
て

第
六
回
理
事
会

開
催
月
日
七
月
三
十
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

〈
議
案
〉

「
全
銀
内
為
制
度
へ
の
加
盟
に
伴

う
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

別
項
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

二
、
系
統
各
連
の
事
業
配
当
に
よ
る

外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て

外
部
出
資
取
得
額

一
二
、
叱
ハ
ョ
ハ
五
千
円

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

｜
｜
｜
、
畑
作
農
家
の
経
営
改
善
対
策
に

つ
い
て

畑
作
負
債
農
家
再
建
対
策
事
業

実
施
要
領
に
基
づ
き
実
施
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

四
、
担
保
権
の
競
売
実
施
に
伴
う
入

札
参
加
に
つ
い
て

入
札
に
参
川
す
る
事
に
決
り
ま

し
た
。

五
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の

実
施
に
つ
い
て

事
業
費
一
件一
二
、
一
○
○
千
円

補
助
金
一
二
、
○
○
一
’
一
千
円

原
案
ど
う
り
実
施
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

六
、
畜
産
近
代
化
リ
ー
ス
の
再
申
請

に
つ
い
て

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
十
台

佇甫、

二
三
．
九
六
○
千
円

ト
ラ
ク
タ
１
．
作
業
機

人
件
四
二
、
六
八
六
千
円

原
案
ど
う
り
再
川
請
す
る
事
に

決
り
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
第
七
回
農
民
運
動
会
の
開
催
に

つ
い
て

開
催
予
定
日
一
八
月
十
八
日
㈹

（
雨
犬
の
場
合
十
九
且

開
催
予
定
場
所
中
標
津
中
学

校
グ
ラ
ン
ド

今
後
の
天
候
に
も
よ
る
が
、
開

催
す
る
こ
と
を
前
提
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
等
全
体
会
議
に
諮
る
よ

う
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
六
月
末
財
務
の
状
況
に
つ
い
て

二
、
道
共
済
連
主
催
の
全
道
綱
引
大

会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

三
、
固
定
資
産
の
膿
査
日
程
に
つ
い

て

四
、
昭
和
五
卜
九
年
度
馬
鈴
し
ょ
作

付
面
積
実
測
に
つ
い
て

五
、
会
計
検
企
（
農
林
一
課
）
の
受
検

結
果
に
つ
い
て

六
、
実
習
生
の
受
入
状
況
に
つ
い
て

七
、
金
融
店
舗
の
拡
充
に
つ
い
て

八
、
役
員
研
修
に
つ
い
て
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税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
左

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
な
税
金
と
し
て
、
お
酒
や
そ
の

他
の
品
物
に
か
か
る
間
接
税
が
あ
り

ま
す
。
間
接
税
を
直
接
納
め
る
の
は

商
品
の
製
造
者
や
小
売
業
者
で
す
が

こ
の
税
金
は
商
品
の
価
格
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
税

金
を
負
担
す
る
の
は
、
商
品
を
買
っ

た
梢
賀
者
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
間
接
税
の
中
で
代
表
的

な
酒
税
と
物
品
税
の
あ
ら
ま
し
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

〈
酒
税
〉

酒
税
は
お
酒
に
か
か
る
税
金
で
、

こ
の
お
酒
は
、
清
酒
・
合
成
清
酒
・

し
ょ
う
ち
ゅ
う
，
み
り
ん
・
ビ
ー
ル
・

果
実
酒
類
・
ウ
ィ
ス
キ
ー
類
・
ス
ピ

リ
ッ
ッ
類
・
リ
キ
ュ
ー
ル
類
・
雑
酒

の
十
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

酒
税
は
、
お
酒
が
製
造
場
か
ら
出

荷
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
出
荷
数
景

〔お酒や物品にかかる税金し

に
税
率
を
掛
け
て
計
算
す
る
従
量
課

方
法
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す

か
、
値
段
の
高
い
お
洲
に
つ
い
て
は

税
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
出
荷

価
格
に
税
率
を
掛
け
て
計
算
す
る
従

仙
課
税
方
式
か
採
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
税
率
は
、
お
酒
の
種
類
・
品

目
・
級
別
・
ア
ル
コ
ー
ル
分
な
ど
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
物
品
税
〉

物
品
税
は
、
比
較
的
ぜ
い
た
く
な

装
飾
品
や
嗜
好
品
・
娯
楽
用
品
・
便

益
性
の
高
い
物
は
叩
な
ど
に
か
か
る
税

金
で
、
そ
の
物
品
は
、
性
質
・
用
途

な
ど
か
ら
第
一
種
の
物
品
と
第
二
種

の
物
品
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
一
種
の
物
品
に
は
、
貴
石
類
や

真
珠
製
品
上
景
工
属
製
品
・
じ
ゅ
う

た
ん
な
ど
が
あ
り
、
小
売
の
段
階
で

小
売
価
格
に
一
定
の
税
率
を
掛
け
た

物
品
税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
第
二
種
物
品
に
は
、
束
用

［
根
室
税
務
署
］

■巾③

′ 自
動
車
や
ゴ
ル
フ
用
品
・
電
気
製
品
・

楽
器
。
家
具
類
な
ど
が
あ
り
、
製
造

場
か
ら
出
荷
さ
れ
る
と
き
に
、
出
荷

価
格
に
一
定
の
税
率
を
掛
け
た
物
品

税
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ピ
ア
ノ
な
ど
を

学
校
な
ど
が
教
育
用
に
使
う
場
合
や

心
身
障
害
者
の
た
め
に
使
う
場
合
に

は
、
｜
定
の
手
続
き
に
よ
り
物
品
税

か
免
除
さ
れ
ま
す
。
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質のよいﾐﾉﾚをつくるために

これだけは守りましょう。 ７月乳 震
ｅっのルール●手と乳房を清潔にすること

下鰯搾乳装置を正しく選び正しく使うこと 上
氏名
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
違
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
ｒ
さ
い
。

〈
応
募
規
定
〉

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
名
・
住
所
・
年
令
を

書
い
て
下
さ
い
。

③
対
象
者
Ⅱ
小
・
中
学
生

④
宛
先
Ⅱ
中
標
津
阿
東
七
条
南
二
丁
日

中
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
日
Ⅱ
八
月
三
十
一
日
ま
で

「
・
』

ｒ
・
Ｌ

い中掌生の応募
お待ちして

を
おります。

ﾉＵ 

鱈

＊
応
騨
ｒ
さ
っ
た
方
に
は
全
員
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
②
尚
、
正
解

者
に
は
当
り
賞
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
肛
解
者
の
発
表
は
十
月
号
紙
面
で

発
表
い
た
し
ま
す
。

〈
六
月
号
の
当
選
者
〉

六
月
号
の
正
解
は
「
一
づ
」
（
卜
の

図
の
○
印
）
で
し
た
。
止
解
者
は
二

名
で
し
た
。

正
解
者
に
は
当
り
賞
、
正
解
で
な

か
っ
た
方
は
参
加
賞
今
笠
走
し
上
げ
ま

す
の
で
、
農
協
広
報
係
ま
で
Ⅲ
し
出

侭蕊

下
さ
い
。

正
解
睾
須
は
次
の
通
り
で
す
。

高
嶺
小
林
健
一
く
ん

〃
小
林
稔
く
人

◎
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

私
た
ち
の
生
活
に
重
大
な
役
割
群

果
た
し
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
そ

の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
な
ど
を
、
次

代
を
担
う
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
国
税

庁
を
は
じ
め
国
税
局
・
税
務
署
で
は

今
年
も
、
全
国
の
高
校
生
の
皆
さ
ん

か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」
を
募
集
し

ま
・
す
。

瓠孔瀧抵､ 【６月号の間違い個所Ｉ

j,Il1l， 

;iii議菫拳
ＬＯｆｌ 

Ｄ４０ 
－０Ｊ ￣ 

二鍵塁言L：の知織
く根室税務署〉

一隻

〈
募
集
要
項
〉

「
肥
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
｛
Ｌ

二
、
テ
ー
マ

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関

す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構

で
す
。

三
、
応
募
点
数
と
字
数

一
人
一
編
。
三
千
字
以
内
。

な
お
、
作
文
の
妓
後
に
住
所
・

氏
瀦
・
性
別
・
学
校
の
所
在
地
。

ＩＦ字、

普
段
一
言

を
作
っ

て
み
だ

い
と
一
話

さ
れ
て

あ
り
ま

し
だ
。

（
「
一
回
の
表
紙
写
頁
は
第
一
一
俣
一
沼
地
区
の
一
一
派

ケ
平
良
子
さ
ん
一
一
一
十
一
一
可
で
－
９
．

九
年
前
に
嫁
が
れ
、
現
荘
一
一
一
人
の
お
子
さ

ん
に
恵
一
一
○
れ
一
し
あ
り
ま
す
が
．
夫
っ
子
が
八

ケ
月
と
あ
っ
て
、
ま
だ
一
一
○
だ
實
児
に
追
わ
れ

そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
若
妻
の
支
部
活
動

に
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

将
来
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
勉
強
し
子
供
だ
ら
の

学
校
名
・
学
年
を
書
い
て
下
さ
い

四
、
締
切
り

九
月
五
日
㈱
ま
で
に
逓
寄
り
め

税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ
い

五
、
表
彰

優
秀
作
文
十
五
編
に
国
税
庁
長

官
賞
を
、
ま
た
、
こ
れ
に
次
ぐ
佳

作
に
は
国
税
局
長
賞
を
贈
呈
し
ま

す
。

昭
和
五
十
一
八
年
度
の
応
募
作
文
は

四
一
一
一
、
四
四
四
編
を
数
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
皆
ざ
ん
、
櫛
っ
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
属

｢表祇写真’


